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ご成人おめでとう！
西郷村文化センターで行われた成人式（１月７日）
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平
成
十
九
年　

　

二
十
歳
を
迎
え
た
男
性
一
○
四

名
、
女
性
九
十
一
名
が
参
加
し
て

西
郷
村
成
人
式
が
一
月
七
日
、
文

化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。  　
　
　

                   　
　

　

当
日
の
午
前
中
は
、
お
だ
や
か
な

天
候
に
恵
ま
れ
、
晴
れ
着
の
女
性

達
も
足
下
を
気
に
す
る
こ
と
な
く

歩
い
て
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　

　

式
は
新
成
人
の
櫻
井
慎
人
さ
ん

と
橋
本
裕
子
さ
ん
の
司
会
に
よ
り

進
行
さ
れ
、
菊
池
助
役
の
開
会
の

あ
い
さ
つ
に
続
き
、
佐
藤
繭
子
さ

ん
の
ピ
ア
ノ
の
伴
奏
で
国
歌
斉
唱

が
行
わ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　

　

そ
の
後
、
村
長
が
、
成
人
証
書

と
記
念
品
を
代
表
の
佐
久
間
達
也

さ
ん
に
手
渡
し
、「
ま
す
ま
す
知

性
を
磨
く
と
と
も
に
心
身
を
錬
磨

し
、
は
つ
ら
つ
た
る
若
人
と
し
て

村
内
外
は
勿
論
の
こ
と
、
世
界
に

向
か
っ
て
限
り
な
く
羽
ば
た
い
て

行
か
れ
ま
す
よ
う
心
か
ら
願
い
ま

す
。」
と
新
成
人
に
期
待
を
込
め

た
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。　
　
　

　

こ
れ
に
対
し
、
山
本
俊
さ
ん
が

代
表
し
て
「
強
い
信
念
を
持
ち
、

▲成人証書をうけとる佐久間達也さん

▲成人の誓いを述べる山本俊さん

立
派
な
社
会
人
に
な
る
こ
と
を
誓

い
ま
す
。」
と
述
べ
ま
し
た
。　

　

ま
た
中
学
時
代
の
恩
師
か
ら
の

ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
上
映
さ
れ

る
と
会
場
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
、

歓
声
が
あ
が
り
懐
か
し
さ
に
感
激

し
て
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

　

式
典
に
は
村
及
び
村
教
育
委
員

会
、
村
議
会
、
教
育
委
員
な
ど
の

関
係
者
や
村
内
各
小
中
学
校
の
校

長
先
生
が
出
席
し
、
式
典
を
見
守

り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

　

式
終
了
後
も
、
久
し
ぶ
り
に
会
っ

た
友
達
と
記
念
写
真
を
撮
っ
た
り

近
況
を
報
告
し
あ
っ
た
り
、
時
間

が
経
つ
の
も
忘
れ
て
い
ま
し
た
。

　

新
成
人
の
み
な
さ
ん
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

▲あでやかな振り袖や真新しいスーツに身を包んだ新成人のみなさん

▲司会を担当した櫻井さんと橋本さん

▲ピアノ伴奏の佐藤繭子さん

　

▲恩師からのビデオレター

▲二十歳の門出を記念してはいチーズ！
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村
職
員
の
給
与
・
定
員
管
理
等
に
つ
い
て
は
、
村
議
会
に
お
け
る
給

与
条
例
、
予
算
等
の
審
議
を
通
じ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
村
民
の
皆
さ
ん
に
さ
ら
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
け
ま
す

よ
う
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
詳
細
な
内
容
に

つ
き
ま
し
て
は
、
三
月
上
旬
以
降
の
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

◇人件費の状況

◇職員の給与の状況

■ 定員適正化目標（数・率）
　平成 17年度から 21年度までの５年間で、これまでの定員管理の実績、将
来の行政需要、従来事務の現状等を勘案して総員数において 10 名（5.5％）
の減員を図る。
■ 定員適正化手法の概要
　⑴組織・機構の簡素合理化
　　　課等を統廃合し、担当制とするとともに係制を廃止し、グループ制を導入
　　することにより、社会情勢の変化や住民ニーズに的確に対応できる柔軟な組
　　織づくりを図る。
　⑵職員採用の抑制
　　　臨時職員等を活用し、退職者補充を７割程度に抑える。
　⑶民間委託
　　　施設管理業務に限らず、外部委託できるものについては積極的に委託する。
　⑷OA化の推進
　　　庁内のOA化をさらに推進し、事務の省力化、効率化を図る。
　⑸サンセット方式
　　　期限の定められた事業、一遍的な事業については事業終了時の自動的なス
　　クラップを原則とする。
　⑹職員の能力開発
　　　職員の資質向上のための研修を行い、公務能率の向上を図る。

◇定員適正化計画の数値目標及び進捗状況

【表１】平成 17 年度人件費（普通会計決算）

区　 分 住民基本台帳人口
（年度末 18.3.31）

歳 出 額
（Ａ）

実質収支 人件費
（Ｂ）

人件費率
（Ｂ／Ａ）

（参　考）
16 年度の人件費率

17 年度 19,459 人 64 億 4,803 万円 1億 5,382 万円 14 億 6,664 万円 22.75% 19.99%

（注）人件費には特別職（村長、助役、教育長、議会議員、各種委員）に支給される給料・報酬等を含みます。

【表２】一般職員給与費の状況（普通会計予算）

区　 分 職　員　数
（Ａ）

給　　　　　与　　　　　費 １人あたり給与費
（Ｂ／Ａ）給　　料 期末・勤勉手当 その他手当 計 （Ｂ）

18 年度 155 人 6億 3,673 万円 2億 6,441 万円 7,267 万円 9億 7,381 万円 628 万円

（注）１ 給与費は平成 18 年度当初予算に計上された額です。
　　  ２ その他手当には退職手当は含みません。

【表３】職員の平均給料月額と平均年齢の状況

一 般 行 政 職
平均給料月額 平均年齢
355,600 円 45.5 歳

（注）平成 18 年４月１日現在

【表４】職員の初任給・学歴別経験年数別平均給料月額の状況

区　　　分 初  任  給 採用２年経過日
給料月額

経　　　験　　　年　　　数
10 年以上 15 年未満 15 年以上 20 年未満 20 年以上 25 年未満

一般行政職
大学卒 170,200 円 183,800 円 297,900 円 344,200 円 365,200 円
高校卒 138,400 円 148,000 円 259,300 円 292,700 円 350,400 円

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後の年数をいうものです。

【表５】一般行政職の級別職員数の状況（平成 18 年４月１日現在）

区　　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 計

標準的な職務内容 主　　事 主　　事
係　　長
主任主査
主　　査

主　　幹
課長補佐
専門主査

課　　長
主　　幹

参　　事

職　　 員 　　数 8人 10 人 48 人 32 人 10 人 5人 113 人
構　　 成 　　比 7.08% 8.85% 42.48% 28.32% 8.85% 4.42% 100%

（注）１ 本村の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　　  ２ 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

【表 7】特別職の報酬等の状況　　　　　　　   　　　　　　　    　　　　（平成 18 年 12 月１日現在）

区　分 給料月額等 期　末　手　当
村 長
助 役
収 入 役
教 育 長

給

料

788,000 円　
609,000 円　
571,000 円　
556,000 円　

6月期　　 
12 月期　　

　
計　　　

1.60 月分
1.70 月分

3.30 月分議 長
副 議 長
議 員

報

酬

330,000 円　
264,000 円　
240,000 円　

【表 6】職員手当の状況　　　　　                                          　　   　　　　　　　    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成 19年 12 月１日現在）

区分 本       村 国
期
末
手
当
・
勤
勉
手
当

国に同じ

　　　　　　　　　　　　　期末手当　　　　勤勉手当
　　　　　　
　　　　　　６月期　　　　1.40 月分　　　　0.725 月分
　　　　　   12 月期　　　　1.55 月分　　　　0.725 月分
　　　　　　　計　　　　　2.95 月分　　　　1.500 月分

職制上の段階、職務の級などによる加算措置　　　有り

退

職

手

当

( 支給率 )

国に同じ

勧奨退職時特別昇給 1 号

 ( 支給率 )                          
　　　　　　　　　  
　　　　勤続 20 年
　　　　勤続 25 年
　　　　勤続 35 年
　　　　最高限度額

　自己都合
21.00 月分　　　
33.75 月分　　　
47.50 月分　　　
59.28 月分　　　

勧奨・定年
27.30 月分　　　　　　　　　　
42.12 月分　　　　　　　　　　
59.28 月分　　　　　　　　　　
59.28 月分　　　　　　　　　　

　　　　その他の加算措置                
　　　　　( 定年前早期退職特例措置 2～ 20%加算 )
　　　　　

特
殊
勤
務
手
当

区　　　　　　　　　分 全　　　　職　　　　種
職 員 全 体 に 占 め る 手 当 支 給 職 員 の 割 合 0.58%
支 給 対 象 職 員 １ 人 当 た り 平 均 支 給 額 5,200 円
手 　 　 当 　 　 の 　 　 種 　 　 類 　 　（ 手 当 数 ） 6種類

代 表 的 な 手 当 の 名 称
支 給 額 の 多 い 手 当 ・除雪車両運転業務従事職員の手当・用地交渉業務従事職員の手当
多 く の 職 員 に 支 給  
さ れ て い る 手 当

・除雪車両運転業務従事職員の手当
・用地交渉業務従事職員の手当

時
間
外
勤
務
手
当

平成 16 年度
支給総額 26,012 千円　　　　　　　　　　　　　　　　

職員１人当たり支給年額 142 千円　　　　　　　　　　　　　　　　

平成 17 年度
支給総額 27,223 千円　　　　　　　　　　　　　　　　

職員１人当たり支給年額 152 千円　　　　　　　　　　　　　　　　

【表 8】定員適正化計画の年次別進捗状況（実績）の概要　　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　　　（平成 18年４月１日現在）

区　　　分 平成 16 年
計画前年

平成 17 年
１年目

平成 18 年
2年目

平成 19 年
～２1年計 主な増減理由

一 般 行 政

増　員 9 2 11 新採用による 2名増
退職による 4名減、部門間異動による 3名減減　員 9 7 12

差　引 0 △  5 △  1
職員数 122 122 117 116

特 別 行 政

増　員 1 1 5 部門間異動による 1名増
退職による 1名減、部門間異動による 1名減減　員 3 2 3

差　引 △  2 △  1 2
職員数 37 35 34 36

公 営 企 業 等
会 計

増　員 0 1 4 部門間異動による 1名増
退職による 1名減減　員 1 1 6

差　引 △  1 0 △  2
職員数 23 22 22 20

計

増　員 10 4 20
減　員 13 10 21
差　引 △  3 △  6 △  1
職員数 182 179 173 172

 （注）「特別行政」には、教育委員会の職員が該当します。
 （注）「公営企業会計」には、水道、下水道、農業集落排水、国民健康保険、介護保険、介護サービスの各事業の職員が該当します。

区分 支　　給　　要　　件 手　　当　　額　（月額）

扶
養
手
当

次に掲げる人で他に生計の途がなく、主としてその職員の扶養を受けて
いる人
◆配偶者
◆満 22 歳の年度末までの子、孫
◆満 22 歳の年度末までの弟、妹
◆ 60 歳以上の父母、祖父母
◆重度心身障がい者

◆配偶者
◆扶養親族でない配偶者を有する場合の 1人目の扶養親族
◆扶養親族である配偶者を有する場合の１人目の扶養親族
◆配偶者のない職員の扶養親族のうち１人
◆２人目の扶養親族
◆その他の１人
◆満 16 歳の年度初めから満 22 歳の年度末までの子
　　（1人につき加算）

13,000 円
6,500 円
6,000 円
11,000 円
6,000 円
5,000 円

5,000 円
住
居
手
当

◆住宅を借り受け、月額 9,500 円を超える家賃を支払っている職員
　　　　　　　　　　　　　（借家）
◆自宅を所有している職員　（自宅）

◆借家

◆自宅
　ただし、取得後５年に限り

100 円～ 27,000 円

2,500 円
3,500 円

通
勤
手
当

通勤距離が 2㎞以上になる職員で交通機関を利用し、あるいは交通用
具を使用している職員

2,300 円～ 55,000 円
（55,000 円を超える額については、その額と 55,000 円との差額の 2分の 1を加算した額）
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◆
退
職
所
得
に
対
す
る
税
率
が

　

変
更
に
な
り
ま
す

　

退
職
所
得
に
対
す
る
税
額
の
算
出

方
法
が
左
表
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

※
こ
の
改
正
に
よ
り
「
退
職
所
得
の

税
額
表
」
は
平
成
18
年
12
月
31
日
で

廃
止
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
19
年
１
月
１
日
以
降
に
支
払

う
退
職
手
当
に
対
す
る
村
民
税
・
県

民
税
の
所
得
割
は
、「
退
職
所
得
の

税
額
表
」
を
使
用
せ
ず
に
、
右
表
の

○
平
成
十
九
年
一
月
一
日
現
在
、
村

内
に
居
住
し
て
い
て
平
成
十
八
年

中
に
所
得
が
あ
っ
た
方

○
農
業
、
営
業
、
不
動
産
、
そ
の
他

事
業
所
得
の
あ
っ
た
方

※
申
告
は
、
収
支
計
算
に
よ
る
申
告

が
原
則
で
す
。
収
入
金
額
、
必
要

経
費
を
各
項
目
ご
と
に
算
出
し
、

所
得
金
額
を
自
分
で
計
算
し
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
農
業
所

得
の
申
告
に
つ
い
て
も
、
収
支
計

算
に
よ
る
自
書
申
告
と
な
り
ま

す
の
で
「
農
業
所
得
計
算
ノ
ー

ト
」
に
記
入
の
上
、
ご
持
参
願
い

（
六
十
五
歳
以
上
）
と
そ
の
世
帯

主
の
方
は
収
入
が
な
く
て
も
申
告

が
必
要
で
す
。（
保
険
料
の
段
階

確
定
の
た
め
）

　

申
告
相
談
の
案
内
ハ
ガ
キ
が
送
付

さ
れ
な
い
方
で
も
前
述
に
該
当
す
る

方
は
、
申
告
が
必
要
で
す
。

　

所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
税
務
署

に
提
出
さ
れ
た
方
は
、
申
告
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
税
務
署
か

ら
申
告
書
が
送
付
さ
れ
た
場
合
は
、

税
務
署
で
の
申
告
に
な
り
ま
す
。

（
税
務
署
の
申
告
書
は
、
自
分
で

申
告
の
必
要
な
方

○
案
内
ハ
ガ
キ
、
印
鑑
、
申
告
者
の

預
金
通
帳
及
び
通
帳
印
、
源
泉
徴

収
票
、
恩
給
や
年
金
の
源
泉
徴
収

票
、
営
業
所
得
等
の
あ
る
方
は
帳

簿
、
収
支
計
算
書
、
収
入
・
支
出

の
証
明
で
き
る
書
類

○
郵
便
局
等
か
ら
提
出
さ
れ
た
生
命

保
険
の
満
期
の
支
払
い
調
書
、
生

命
保
険
料
、
損
害
保
険
料
、
個
人

年
金
保
険
料
、
医
療
費
（
医
療
費

の
助
成
や
保
険
金
の
支
給
を
受
け

た
方
は
、
そ
の
決
定
通
知
書
等
）、

国
民
年
金
保
険
料
、
国
民
健
康
保

険
税
、
介
護
保
険
料
な
ど
の
支
払

証
明
書
、
ま
た
は
領
収
書

○
農
業
申
告
を
さ
れ
る
方
は
、
農
産

物
の
販
売
明
細
、
そ
の
他
農
業
に

関
係
す
る
収
入
明
細
及
び
経
費
明

細
を
記
入
し
た
収
支
内
訳
書

※
収
支
内
訳
書
を
記
入
し
な
い
と
申

告
の
受
付
が
で
き
ま
せ
ん
。

○
身
体
に
障
が
い
の
あ
る
方
、
ま
た

は
、
扶
養
控
除
を
受
け
る
方
は
身

体
障
害
者
手
帳
等
、
要
介
護
等
認

定
者
は
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定

書 申
告
に
持
参
す
る
主
な
も
の

■問合せ　税務課 賦課係　☎ 25-1113

月　日 申告相談業種 会場及び時間

２ 月 13 日 ～ 19 日
年金受給者及び一般の雑所得の
ある方

第一会議室
（役場庁舎前プレハブ）

受付時間
午前９時～ 11 時
午後１時～３時

（ただし、土日祝
日を除く）

２月20日～３月6日 農業所得のある方

３ 月 7 日 ～ ８ 日
給与所得のある方、平成 18 年
中に転入した方、その他所得（譲
渡、一時、配当等）のある方

３ 月 ９ 日 ～ 12 日 営業所得のある方

３ 月 13 日 ～ 15 日
不動産所得のある方、その他の
事業所得のある方

○申告相談の日時と場所は個人宛に通知しますが、都合により指定された日時

に来られない方や個人通知されない方で申告相談を受ける方は、下記日程表

のうち、都合の良い日にお越しください。

申告相談の日時と場所

ま
す
。

○
給
与
収
入
だ
け
の
方
で
年
の
途
中

で
退
職
し
た
り
、
パ
ー
ト
等
で
給

与
収
入
の
あ
っ
た
方
、
ま
た
は
、

会
社
等
か
ら
給
与
支
払
報
告
書
の

出
て
い
な
い
方
（
会
社
等
か
ら
村

に
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ

て
い
る
方
は
申
告
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
）

○
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

方
、
ま
た
は
、
加
入
す
る
予
定
の

あ
る
方
（
収
入
が
な
く
て
も
申
告

が
必
要
で
す
。
申
告
を
し
な
い
と

無
収
入
で
あ
っ
て
も
国
民
健
康
保

険
税
の
軽
減
措
置
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
）

○
介
護
保
険
料
を
納
付
し
て
い
る
方

西郷村の申告相談期間は

２月 13 日㈫～３月 15 日㈭

税の種類 現 行 改正後

村民税

200 万円以下　３％

700 万円以下　８％

700 万円超　   10％

一律　６％

県民税
700 万円以下  　2％

700 万円超         3％
一律　４％

個　人　住　民　税

課税所得
税　　　　　率

村民税 県民税 計
200 万円以下 ３％

２％
５％

200 万円超～

700 万円以下
８％ 10％

700 万円超～ 10％ ３％ 13％

個　人　住　民　税

一律
税　　　　　率

村民税 県民税 計
６％ ４％ 10％

　

今
ま
で
は
、
地
方
団
体
（
市
区

町
村
、
都
道
府
県
）
が
行
う
サ
ー
ビ

ス
は
、
国
が
集
め
た
税
金
を
補
助
金

と
し
て
受
け
取
り
、
そ
れ
が
費
用
の

大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
て
い
ま
し

た
が
、「
地
方
で
で
き
る
こ
と
は
地

方
に
」
と
の
方
針
の
も
と
、
地
方
団

体
が
自
ら
税
金
を
集
め
、
速
や
か
に

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
え
る
よ
う
に
、

国
（
所
得
税
）
か
ら
地
方
税
へ
移
譲

（
３
兆
円
）
を
行
い
、
地
方
団
体
の

税
収
が
増
え
る
よ
う
に
税
金
の
流
れ

が
変
わ
り
ま
す
。

◆
定
率
減
税
が
廃
止
さ
れ
ま
す

　

平
成
11
年
度
か
ら
、
景
気
対
策
の

た
め
に
暫
定
的
な
税
負
担
の
軽
減
措

置
と
し
て
導
入
さ
れ
て
い
た
定
率
減

税
が
、
平
成
18
年
度
（
住
民
税
）
よ

り
２
分
の
１
に
縮
小
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
最
近
の
経
済
状
況
を
ふ
ま
え

て
廃
止
さ
れ
ま
す
。（
所
得
税
は
平

成
19
年
１
月
分
、
住
民
税
は
平
成
19

年
６
月
分
か
ら
）

改
正
後
の
税
率
で
算
出
し
た
税
額
が

特
別
徴
収
税
額
と
な
り
ま
す
。
な
お
、

退
職
所
得
控
除
額
控
除
後
の
金
額

を
２
分
の
１
に
し
た
後
に
税
率
を
掛

け
、
算
出
し
た
税
額
か
ら
10
％
に
相

当
す
る
金
額
を
控
除
す
る
計
算
方
法

は
現
行
ど
お
り
で
す
。

◆
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
が
創
設
さ

　

れ
ま
す
（
平
成
20
年
度
か
ら
）

　

平
成
18
年
ま
で
の
入
居
者
に
つ
い

て
、
今
回
の
税
源
移
譲
に
よ
っ
て
平

成
19
年
以
降
の
所
得
税
に
お
け
る
住

宅
ロ
ー
ン
控
除
に
よ
る
減
税
額
が
減

っ
て
し
ま
う
場
合
に
は
、
申
請
に
よ

り
そ
の
分
を
翌
年
度
の
住
民
税
で
減

額
し
ま
す
。

◆
地
震
保
険
料
控
除
が
創
設
さ

　

れ
ま
す
（
平
成
20
年
度
か
ら
）

　

平
成
20
年
度
か
ら
損
害
保
険 

料
控
除
が
改
組
さ
れ
、
地
震
保

険
料
控
除
が
創
設
さ
れ
ま
す
。

　

支
払
っ
た
地
震
保
険
料
の
２

分
の
１
の
額
（
上
限
2.5
万
円
）

が
所
得
控
除
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
経
過
措
置
と
し
て
、

平
成
18
年
12
月
31
日
ま
で
に
締

結
し
た
長
期
損
害
保
険
契
約
等

に
係
る
保
険
料
等
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
損
害
保
険
料
控
除

が
適
用
さ
れ
ま
す
（
上
限
１
万

円
）。

　

こ
れ
ら
の
両
方
を
適
用
す
る

場
合
に
は
、
控
除
額
は
合
わ
せ

て
最
高
2.5
万
円
と
な
り
ま
す
。

◆
個
人
住
民
税
の
所
得
割
の
税

　

率
が
10
％
に
統
一
さ
れ
ま
す

　

個
人
住
民
税
の
所
得
割
の
税

率
は
、
所
得
に
応
じ
た
３
段
階

の
超
過
累
進
課
税
に
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
所
得
の
多
い
少
な

い
に
関
わ
ら
ず
一
律
10
％
と
な

り
ま
す
。

◆
所
得
税
は
次
の
よ
う
に
変
わ

　

り
ま
す
。

※
た
だ
し
、
景
気
回
復
に
よ
る
定
率

減
税
の
廃
止
や
、
み
な
さ
ん
の
収
入

の
増
減
な
ど
、
別
の
要
因
に
よ
り
、

実
際
の
負
担
額
は
変
動
し
ま
す
の

で
、
ご
留
意
く
だ
さ
い
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

平成 18年 12月分の所得から
課税所得金額 税率
330 万円以下 10％
330 万円超　

900 万円以下
20％

900 万円超　

1,800 万円以下
30％

1,800 万円超　 37％

平成 19年１月分の所得から
課税所得金額 税率
195 万円以下 ５％
195 万円超　

330 万円以下
10％

330 万円超　

695 万円以下
20％

695 万円超　

900 万円以下
23％

900 万円超　

  1,800 万円以下
33％

  1,800 万円超　 40％

平成 18 年度分まで

平成 19 年度分から

書
い
て
、
郵
送
で
も
で
き
ま
す
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
申
告
も
で
き
ま
す
。）
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常
任
委
員
会
が
付
託
を
受
け
審
査

し
、
本
会
議
に
お
い
て
次
の
と
お

り
決
定
し
ま
し
た
。

｜　

陳　

情　

｜

▽
中
国
に
お
け
る
法
輪
功
学
習
者

の
臓
器
摘
出
の
実
態
調
査
を
求
め

る
陳
情
【
継
続
審
議
】（
採
択
）

▽
森
林
・
林
業
・
木
材
関
連
産
業

政
策
と
国
有
林
野
事
業
の
健
全
化

を
求
め
る
陳
情
（
採
択
）

第
四
回
定
例
会

村
長
提
出
議
案

▽
福
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
の
設
置
に
つ
い
て
（
可
決
）

　

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、

平
成
19
年
２
月
１
日
か
ら
県
内
の

全
て
の
市
町
村
で
後
期
高
齢
者
医

療
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、
福

島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

を
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
議
会

の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

▽
福
島
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

規
約
の
変
更
に
つ
い
て
（
可
決
）

　

地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
（
平
成
18
年
法
律
第
53
号
）

が
平
成
18
年
６
月
７
日
に
公
布
さ

れ
、
平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
収

入
役
制
度
等
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と

に
伴
い
、
福
島
県
市
町
村
総
合
事

　

平
成
十
八
年
第
四
回
定
例
会
（
十
二
月
八
日
か
ら
十
五
日
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

定
例
会
で
は
、
土
地
の
取
得
や
平
成
十
八
年
度
補
正
予
算
な
ど
村
長
提
出
の
議
案

十
議
案
と
、
議
員
提
出
の
議
案
四
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
出
さ
れ
た
議
案
の
主
な
内
容
と
議
決
結
果
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●一般会計

●（別表２）公営企業会計

会　計 補正額 総　額

一 般 会 計 174,169 千円 6,793,033 千円

老 人 保 健 特 別 会 計 1,737 千円 1,300,490 千円

公共下水道事業特別会計 △116,735千円 1,136,350 千円

農業集落排水事業特別会計 1,381 千円 184,935 千円

介護保険事業特別会計 △ 260 千円 806,209 千円

区　分  補正額 総　額

水道事業会計
収益的

収入 15,083 千円 345,587 千円
支出 15,083 千円 345,587 千円

資本的
収入 4,599 千円 121,020 千円
支出 41,748 千円 301,685 千円

工業用水道事業会計 収益的
収入 15千円 307,222 千円
支出 15千円 307,222 千円

●（別表１）一般会計・特別会計

▽
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
打
ち

切
り
の
実
態
把
握
と
改
善
の
た

め
、
政
府
へ
の
意
見
書
提
出
を

求
め
る
陳
情
（
採
択
）

▽
療
養
病
床
の
廃
止
・
削
減
計

画
の
中
止
と
介
護
保
険
の
充
実

等
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を

求
め
る
陳
情
（
採
択
）

▽
米
児
童
ク
ラ
ブ
に
関
す
る
陳

情
（
採
択
）

　

一
月
十
一
日
、
村
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
の
小
野
崎
敬
一
会
長
ら

十
六
人
が
ま
き
ば
保
育
園
を
訪

れ
、
三
歳
以
上
の
百
三
十
五
名
の

園
児
と
世
代
間
交
流
を
目
的
と
し

た
小
正
月
行
事
「
だ
ん
ご
さ
し
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
女
性
達

が
上
新
粉
と
食
紅
を
ぬ
る
ま
湯
で

手
際
よ
く
練
り
合
わ
せ
て
生
地
を

作
り
、
五
、六
人
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
、
園
児
た
ち
と
一
緒
に

生
地
を
一
セ
ン
チ
位
に
伸
ば
し
、

園
児
た
ち
の
小
さ
な
手
は
一
斉
に

生
地
を
丸
め
、
ボ
ー
ル
に
は
次
々

に
お
団
子
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の

後
、
ゆ
で
て
団
子
の
完
成
で
す
。

　

だ
ん
ご
さ
し
は
、
豊
作
と
無
病

息
災
を
願
う
行
事
で
す
。
園
児
達

と
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
員
が
一

緒
に
ミ
ズ
木
の
枝
に
赤
や
黄
色
の

だ
ん
ご
や
タ
イ
や
小
判
な
ど
の
縁

起
物
を
飾
り
付
け
世
代
を
超
え
て

楽
し
み
ま
し
た
。

　

地
域
で
子
ど
も
を
育
て
る
。
地

域
で
助
け
合
い
な
が
ら
生
活
す

る
。
子
ど
も
た
ち
は
、
地
域
の
中

で
た
く
さ
ん
の
体
験
を
し
な
が
ら

成
長
し
て
い
く
。
昔
は
、
当
た
り

前
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
こ
と

が
、
実
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
で

す
。

　

村
の
統
計
デ
ー
タ
を
見
て
も
核

家
族
化
が
進
み
、
お
年
寄
り
と
住

ま
な
い
家
族
が
増
え
、
お
年
寄
り

と
接
し
た
こ
と
の
な
い
子
ど
も
が

増
え
て
き
て
い
る
よ
う
な
社
会
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

村
に
は
、
そ
の
歴
史
や
風
習
、

行
事
、
伝
統
が
あ
り
、
先
人
達
は

ま
た
、「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵

袋
」
な
ど
ど
言
っ
て
、
モ
ノ
を
大

事
に
使
い
、
ご
み
に
し
な
い
知
恵

を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

世
代
間
の
交
流
は
、
高
齢
者
が

持
つ
伝
統
や
行
事
・
知
恵
を
伝
承

し
、
自
ら
の
介
護
予
防
に
役
立
て

る
と
と
も
に
、
地
域
に
よ
る
子
育

て
支
援
を
す
る
大
切
な
場
と
な

り
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
環
境
教
育
の
一
環
と

し
て
物
を
大
事
に
す
る
心
の
教
育

に
も
世
代
間
交
流
が
有
効
で
す
。

　

子
ど
も
の
心
の
豊
か
さ
は
、
保
育
園
や
学
校

生
活
だ
け
で
身
に
付
く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

家
族
や
地
域
の
人
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
か
ら

得
ら
れ
る
も
の
で
す
。
地
域
、
学
校
、
家
庭
が

連
携
し
て
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
育
む
た

め
に
私
た
ち
が
出
来
る
こ
と
を
考
え
て
み
ま
し

ょ
う
。

伝統行事を

子どもたちへ繋ぐ

　

学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
の
三

者
が
連
携
を
図
り
、
地
域
ぐ
る

み
の
教
育
に
よ
り
、 

心
豊
か
で
、

生
き
る
力
を
持
っ
た
子
ど
も
達
を

育
て
ま
し
ょ
う
。

会長　小野崎敬一さん

　だんごさしは、小正月の行事で
す。私たちが子どもの時には、どこ
の家でも当たり前のように行われて
いました。しかし今の子供たちは、
行事自体を知りません。私達は、伝
統行事を次世代の子どもに引き継ぐ
役目があると思っています。
　また、竹とんぼなどで子どもたち
と一緒に遊べるような世代間交流を
考えています。

西郷村老人クラブ連合会

伝
統
行
事
を
通
し
て
交
流

子
ど
も
の
教
育
に
世
代
交
流

務
組
合
規
約
の
改
正
が
生
じ
た
た

め
、
地
方
自
治
法
第
290
条
の
規
定

に
よ
り
、
議
会
の
議
決
を
得
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

　
　▽
土
地
の
取
得
に
つ
い
て（
可
決
）

　

財
務
省
が
所
有
す
る
小
田
倉
地

内
の
土
地
を
、
公
共
用
地
と
し
て

先
行
取
得
す
る
た
め
、
議
会
の
議

決
を
得
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

補
正
予
算

　

今
回
提
出
さ
れ
た
補
正
予
算
は

全
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、
別
表

１
、２
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

議
員
提
出
議
案

▽
道
路
財
源
の
確
保
に
関
す
る
意

見
書
の
提
出
に
つ
い
て
（
可
決
）

▽
森
林
・
林
業
・
木
材
関
連
産
業

政
策
と
国
有
林
野
事
業
の
健
全
化

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い

て
（
可
決
）

▽
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
診

療
報
酬
制
度
に
関
し
て
調
査
と

改
善
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

に
つ
い
て
（
可
決
）

▽
療
養
病
床
の
廃
止
・
削
減
計

画
の
中
止
と
介
護
保
険
の
充
実

等
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に

つ
い
て
（
可
決
）

※
こ
れ
ら
の
可
決
さ
れ
た
意
見
書

は
、関
係
省
庁
へ
送
付
さ
れ
ま
す
。

請
願
・
陳
情

▽
第
四
回
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た

陳
情
は
五
件
で
し
た
。
各
所
管
の
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　“ご成人おめでとう” みんなから祝福を受け

ているのは、さざなみ学園に入所している池西

美里さんです。施設でただ一人、成人を迎えた

美里さんは、西郷村教育長より成人証書と記念

品を授与され、また仲間から花束を受け嬉しそ

うでした。東京からお父さんもかけつけお祝い

をしました。

　誰もが交通事故を起こさないように、また事

故に遭わないようにと願っていますが、不幸な

ことに事故は、どこかで毎日のように起きてい

ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　村交通対策協議会では、協議会長の村長や交

通安全関係者が鹿嶋神社で交通安全祈願祭を行

いました。お祓いを受けた後、玉串を捧げ今年

１年の交通安全を祈願しました。

　子どもたちが大好きなスナック菓子やチョコレ

ート、炭酸飲料水のカロリーがどのくらいなのか

考えたことがありますか？　　　　　　　　　　

　米小学校の４年生の授業で「よいおやつを食べ

よう」と題し永山イツ子栄養士から話を聞きまし

た。子どもたちは普段食べているスナック菓子や

炭酸飲料水にビックリするほどの砂糖や油が含ま

れていることを知りました。

　常に村民の安全を見守り続けている消防団の出

初式が、熊倉小学校体育館で行われました。285

名の団員を前に統監である村長より「今年も安心

な村づくりに努めてください」と訓示があり、徳

田進団長からも「火災予防に努めてください」と

あいさつがあった後、統監、来賓等の検閲を受け

ました。

 　2007 年は、干支の最後のイノシシ年です。イノシシは「猪
突猛進」といわれ、猛烈な勢いで突進します。　　　　    　
　皆様は今年の抱負・目標は決まりましたか？それぞれの目
標に向かって、まっすぐに進みたいですね。

▲村の益々の発展を願い参加者全員で万歳三唱
▲息を合わせ ‘せーの’ で勢いよく鏡開き

▲年頭の挨拶をする村長

▲観世流桜謡会の皆さんによる祝謡「高砂」

▲会食・歓談で親睦を深める参加者の皆さん

　西郷村・村議会・村教育委員会・村商工会の共

催による平成 19 年村民新年会が１月６日ホテル

サンルート白河において開催されました。　　　

　242 名の参加者を迎え、和やかなムードの中

この一年が素晴らしい年でありますよう願いつつ

閉会となりました。　　　　　　　　　　　　　

　村民新年会の収支決算を右記のとおり報告しま

す。なお、残金の 4,160 円は西郷村社会福祉協

議会へ村民新年会参加者一同として寄付しました。

飲食代、飾り花一式、看板代 ７０７, ０００円
祝謡謝礼 ２０, ０００円

通信費（切手代） ２０, ０００円
名札用紙代 ８４０円
合　計 ７４７, ８４０円

参加費（239 名） ７１７, ０００円
来賓寸志（３名） ３５, ０００円
合　計（242 名） ７５２, ０００円

支出の部

収入の部
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車種 申告書の取扱窓口 電話番号 備考
●原動機付自転車
（125cc 以下のバイク）

●小型特殊自動車
（農耕用トラクター等）

西郷村　税務課 0248-25-1113
（注）手続きの方法は車

種により異なりますので

「申告書の取扱窓口」に

あらかじめ電話等で確認

のうえ、手続きを完了し

てください。

●軽自動車
（四輪乗用、四輪貨物）

●軽自動車（二輪）
（125cc を超え 250cc

　以下のもの）

軽自動車協会

又は

軽自動車検査協会

024-546-2577

024-546-3222

●二輪の小型自動車
（250cc を超えるもの）

東北運輸局　福島運輸支局 050-5540-2015

■問合せ──
　住民生活課生活安全係
　　☎ 25-2197　� jumin@vill.nishigo.fukushima.jp

◇廃車・移転（譲渡・盗難）などの手続きについて

手続きはお済みですか？

　軽自動車税は、毎年４月１日現在の所有者又は使用者（納税義務
者）に対して１年間の税金が課税されます。４月２日以後に廃車し
ても、税金の還付（月割）はありません。

■お問い合わせ　税務課　☎２５－１１１３

　
「
税
」
は
、
私
た
ち
の
生
活
の
中
で
、
学
校
や

道
路
等
の
公
共
施
設
の
建
設
や
ゴ
ミ
処
理
な
ど

様
々
な
所
で
使
わ
れ
て
い
る
大
切
な
財
源
で
す
。

　

身
近
な
「
税
」
に
つ
い
て
、
仕
組
み
や
役
割
に

つ
い
て
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「軽自動車税について」
シリーズ─②

　軽自動車などを他人へ譲ったり、廃車したり、また住所変更があっ
た場合には手続きが必要です。また盗難などによって実際に所有し
ていなくても、手続きをしていないと軽自動車税がかかってしまい
ますので、廃車や名義変更などの手続きはすみやかに行ってくださ
い。

　一定の範囲の心身障がい者、またはその方と生計を同じくし常時
介護する方が、障がい者のために使用する軽自動車等を所有してい
る場合、軽自動車税が免除になります。
　減免を受ける方は、納期限の７日前までに税務課窓口で申請して
ください。

◇減免について

「環境フォーラムの開催」
　私達が住む環境は、「地球温暖化」、「酸性雨」
など地球的規模の環境問題やダイオキシン類の新
たな化学物質問題が発生し、世代を超えて悪影響
を及ぼすおそれがあります。
　こうした環境問題を解決していくために、環境
問題に関心を持ち、環境に配慮した生活をしてい
くことが必要となります。
　村では、子どものときから人と環境との関わり
あいについて理解を深め、よりよい環境の創造活
動や自然とのふれあいについて認識を深めるため
に環境フォーラムを開催いたします。小中学校の
児童生徒による環境への取り組みの事例発表もあ
りますのでぜひお気軽においでください。

１．開催日時
　平成 19 年２月７日㈬　
　　　午後１時 30 分～
２．場所
　村文化センター大研修室
３．開催内容
　⑴基調講演
　　長澤金一先生
　演題「水の大切さと福島
　　　県の水環境について」
　⑵環境保全活動取組発表
　　①米小学校
　　②川谷小学校
　　③西郷第二中学校

西郷村環境フォーラム

西郷村中央公民館図書室だより
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司
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白
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一
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（
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・
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ブ
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津
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７
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書
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を
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頭
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き
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え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

深
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・
こ
の
子
は
こ
の
子
で
い
い
ん
だ
。

　
　
　
　
　
　
　

私
は
私
で
い
い
ん
だ

　
　

―
こ
れ
で
、
子
ど
も
の
未
来
が
輝
く

　
　
　
　
　
　
　
　

       

明
橋
大
二  

作

・
ハ
チ
ド
リ
の
ひ
と
し
ず
く

　
　

―
い
ま
、
私
に
で
き
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

辻　

信
一
監
修

・
世
界
で
一
番
ふ
し
ぎ
な
地
図
帳

・
世
界
で
一
番
気
に
な
る
地
図
帳

・
世
界
で
一
番
お
も
し
ろ
い
地
図
帳

　
　
　
　
　
　
　

お
も
し
ろ
地
理
学
会
編
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西
郷
村
議
会
議
員
一
般
選
挙

立
候
補
予
定
者
事
務
説
明
会

　

任
期
満
了
に
伴
う
平
成
19
年
４
月
22
日

執
行
西
郷
村
議
会
議
員
一
般
選
挙
（
定
数

18
名
）
の
立
候
補
予
定
者
事
務
説
明
会
を

左
記
に
よ
り
開
催
し
ま
す
の
で
、
立
候
補

を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、
お
集
ま
り
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
会
場
等
の
都
合
に
よ
り
、
各
候

補
者
（
代
理
出
席
者
又
は
同
伴
者
を
含

め
）
２
名
ま
で
の
出
席
で
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

●
日
時　

３
月
20
日
㈫　

13
時
30 

分

●
場
所　

西
郷
村
役
場　

第
一
会
議
室

　
（
庁
舎
前
プ
レ
ハ
ブ
）

■
問
合
せ　

西
郷
村
選
挙
管
理
委
員
会

　

☎
２
５
｜
１
１
１
２

郵
便
等
投
票
証
明
書
の
交
付
申

請
に
つ
い
て

　

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

で
、
身
体
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
方
又

は
要
介
護
者
の
方
で
、
一
定
の
要
件
を
満

た
す
方
は
、
選
挙
期
間
中
、
在
宅
で
郵
送

に
よ
り
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

郵
送
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る
に

は
、
郵
便
等
投
票
証
明
書
の
交
付
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

該
当
の
要
件
及
び
郵
便
等
投
票
証
明
書

の
申
請
方
法
な
ど
、
詳
細
に
つ
い
て
は
左

記
ま
で
問
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

西
郷
村
選
挙
管
理
委
員
会

　

☎
２
５
｜
１
１
１
２

県
南
都
市
計
画
用
途
地
域
の
変
更

及
び
地
区
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

　

西
郷
村
で
は
、
現
在
、「
西
郷
村
大
字
小

田
倉
字
大
平
地
区
の
一
部
の
用
途
変
更
」
及

び
「
西
郷
村
大
字
小
田
倉
字
大
平
、
字
大
清

水
地
区
の
各
一
部
の
地
区
計
画
の
変
更
」
に

つ
い
て
手
続
き
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

●
案
の
公
告
・
縦
覧

　

都
市
計
画
法
第
17
条
の
規
定
に
よ
り
、

案
の
公
告
・
縦
覧
を
役
場
建
設
課
に
て
行

っ
て
お
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
縦
覧
期
間　

１
月
25
日
㈭
〜
２
月
８
日
㈭

●今月の納税

固 定 資 産 税（４　期）
国民健康保険税（８　期）
介 護 保 険 料（８　期）
2 月 28 日（水）までにお納めください。

※納税は便利な口座振替で

●歯科医　休日当番日
  2. 4 本 柳 歯 科 医 院（泉崎村）☎ 53-5030
  2.11 山 本 歯 科 医 院（白河市）☎ 24-2888
  2.12 よしなり歯科医院（白河市）☎ 24-3020
  2.18 白河歯科クリニック（白河市）☎ 22-7133
  2.25 和 田 歯 科 医 院（矢吹町）☎ 44-4180

●小児科医　休日当番日（白河地区）
  2. 4 関 根 医 院（白河市）☎ 27-3060
  2.11 樋口小児クリニック（矢吹町）☎ 42-2040
  2.12 みうら小児クリニック（白河市）☎ 28-1001
  2.18 わたなべ子どもクリニック（白河市）☎ 21-2166
  2.25 関 医 院（白河市）☎ 23-3003

●内科医　休日当番日（白河地区）
  2. 4 関 根 医 院（白河市）☎ 27-3060
  2.11 野村貫成堂クリニック（白河市）☎ 23-3071
  2.12 ら く ら く 医 院（白河市）☎ 54-5333
  2.18 よこむら整形外科クリニック（白河市）☎ 21-1455
  2.25 穂 積 医 院（白河市）☎ 22-5101

※電話案内　しらかわ救急情報センター　☎ 23-9909
（看護師が電話にて当番医の紹介や当番医以外の専門医等の紹介や
場所の案内をします。）

各課直通電話番号
課局室名 電話番号 課局室名 電話番号

総 務 課 25-1112 企 画 調 整 課 25-2943
税 務 課 25-1113 下 水 道 課 25-2912
住民生活課（住　　民）
                                                                                        （生 活 安 全 ）

25-1114
25-2197

会 計 室 25-2934
議 会 事 務 局 25-2980

行政サービスセンター 31-2237 農業委員会事務局 25-2946
健康推進課（保健・国保）
                （地域福祉・高齢者福祉・介護保険）

25-1115
25-3910

西郷村土地改良区 25-1116
学 校 教 育 課 25-2370

包括支援センター・在宅介護支援センター 25-5121 学校給食センター 25-1256
商 工 観 光 課 25-2910 生 涯 学 習 課 25-2371
農 政 課 25-1116 水 道 事 業 所 25-2962

建 設 課 25-1117
25-1118 代 表 25-1111

成
会
場
を
左
記
の
場
所
で
開
催
い
た
し
ま

す
。

●
会
場　

　

白
河
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー　

２
階

　

白
河
市
字
中
田
一
四
〇
（
税
務
署
隣
り
）

●
期
間　

２
月
16
日
〜
３
月
15
日

　

９
時
〜
16
時　

　

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

　

※
開
設
期
間
内
は
、
税
務
署
に
は
相
談

　

会
場
を
設
置
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ　

白
河
税
務
署

　

☎
２
２
｜
７
１
１
１

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
告
書
等

の
作
成
な
ど
が
で
き
ま
す

　

パ
ソ
コ
ン
を
お
持
ち
の
方
は
国
税
庁
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
で
申
告
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
作
成
し
た
申
告
書
は
郵
送
で
提

出
が
出
来
ま
す
。

【
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

　

http://w
w
w
.nta.go.jp

　

ま
た
、
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス

テ
ム
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
申
告
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
事
前
手
続
き
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

　

http://w
w
w
.e-tax.nta.go.jp

■
問
合
せ　

白
河
税
務
署

　

☎
２
２
｜
７
１
１
１

自
賠
責
制
度

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
万
一
の
交

通
事
故
の
際
の
基
本
的
な
対
人
賠
償
を

目
的
と
し
て
、
原
動
機
付
自
転
車
を
含

む
す
べ
て
の
自
動
車
に
加
入
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
る
保
険
・
共
済
で
す
。
特

に
車
検
制
度
の
な
い
原
動
機
付
自
転
車
・

250
㏄
以
下
の
軽
二
輪
自
動
車
は
、
期
限
切

れ
、
か
け
忘
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
内
容
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

�http://w
w
w
.jibai.jp

■
問
合
せ　

　

国
土
交
通
省
東
北
運
輸
局

　

福
島
運
輸
支
局
運
送
課

　

☎
０
２
４
｜
５
４
６
｜
０
３
４
３

知
っ
て
い
ま
す
か
？
建
退
共
制
度

　

こ
の
制
度
は
、
建
設
現
場
で
働
く
方
々

の
た
め
に
、「
中
小
企
業
退
職
金
共
済
法
」

と
い
う
法
律
に
よ
り
国
が
作
っ
た
退
職
金

制
度
で
す
。

　

事
業
主
の
方
々
は
、
現
場
で
働
く
労
働

者
の
共
済
手
帳
に
働
い
た
日
数
に
応
じ
て

掛
金
と
な
る
共
済
証
紙
を
貼
り
、
そ
の
労

働
者
が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た

と
き
に
建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う
と

い
う
、
い
わ
ば
業
界
全
体
で
の
退
職
金
制

度
で
す
。

●
加
入
で
き
る
事
業
主
＝
建
設
業
を
営
む
方

●
対
象
と
な
る
労
働
者
＝
建
設
業
の
現
場

　

で
働
く
人

●
掛
金
＝
日
額
３
１
０
円

■
問
合
せ　

建
退
共
福
島
支
部

　

☎
０
２
４
｜
５
２
３
｜
１
６
１
８

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が
変
わ

り
ま
す

　

職
場
に
働
く
人
が
性
別
に
よ
り
差
別
さ

れ
る
こ
と
な
く
、
ま
た
、
働
く
女
性
が
母

性
を
尊
重
さ
れ
つ
つ
、
そ
の
能
力
を
十
分

発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
雇
用
環
境
を
整

備
す
る
た
め
、
改
正
男
女
雇
用
機
会
均
等

法
が
４
月
１
日
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

改
正
の
ポ
イ
ン
ト

●
性
別
に
よ
る
差
別
禁
止
の
範
囲
拡
大

　

①
男
性
に
対
す
る
差
別
も
禁
止
さ
れ
ま
す
。

　

②
降
格
、
職
種
変
更
、
パ
ー
ト
へ
の
変

　
　

更
な
ど
の
雇
用
形
態
の
変
更
、
退
職
勧

　
　

奨
、
雇
止
め
に
つ
い
て
も
、
性
別
を
理

　
　

由
と
し
た
差
別
は
禁
止
さ
れ
ま
す
。

　

③
外
見
上
は
性
中
立
的
な
要
件
で
も
、

　
　

省
令
で
定
め
る
一
定
の
要
件
に
つ
い

※
土
日
祝
日
を
除
く
８
時
30
分
〜
17
時

■
問
合
せ　

建
設
課

国
民
年
金
の
口
座
振
替
に
つ
い
て

　　

国
民
年
金
保
険
料
は
そ
の
月
の
分
を
翌

月
の
末
日
ま
で
毎
月
納
入
し
ま
す
が
、
１

年
分
を
前
納
す
る
と
保
険
料
が
割
引
さ
れ

る
お
ト
ク
な
制
度
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に

口
座
振
替
で
前
納
す
る
と
割
引
額
が
大
き

く
な
り
ま
す
。

　

平
成
19
年
４
月
に
１
年
分
を
口
座
振
替

で
前
納
す
る
場
合
、
３
、５
５
０
円
も
お

ト
ク
で
す
。

　

口
座
振
替
で
の
平
成
19
年
度
分
１
年
前

納
の
締
切
日
は
、
金
融
機
関
で
は
２
月
末

日
ま
で
、
社
会
保
険
事
務
所
で
は
３
月
上

旬
ま
で
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
社
会
保
険
事
務
所
で
は
３
月
中
は
受
付

を
行
い
ま
す
が
、
３
月
中
旬
以
降
の
お
申

込
は
登
録
が
間
に
合
わ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
社
会
保
険

事
務
所
へ
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

福
島
社
会
保
険
事
務
局
白
河
事
務
所

　

☎
２
７
｜
４
１
６
４

申
告
書
作
成
会
場
の
お
知
ら
せ

　

税
務
署
で
は
、
平
成
18
年
の
申
告
書
作



広報にしごうNo.434 　

●
場
所　

西
郷
村
文
化
セ
ン
タ
ー

●
参
加
料　

無
料

●
主
催　

　

財
団
法
人
日
本
体
育
協
会　

　

財
団
法
人
福
島
県
体
育
協
会

■
問
合
せ　

生
涯
学
習
課

ふ
る
さ
と
講
座
（
第
10
回
）

　
「
関
根
遺
跡
発
掘
調
査
に
つ
い
て
」

●
講
師　

塩
谷
慎
介　

●
日
時　

２
月
17
日
㈯　

10
時
〜
12
時

●
場
所　

西
郷
村
文
化
セ
ン
タ
ー　

視
聴
覚
室

●
参
加
料　

無
料

●
申
込
み
締
切　

２
月
15
日
㈭

■
問
合
せ
・
申
込
み
先　

生
涯
学
習
課

　
　

て
は
、
業
務
遂
行
上
の
必
要
な
ど
の

　
　

合
理
性
が
な
い
場
合
に
は
間
接
差
別

　
　

と
し
て
禁
止
さ
れ
ま
す
。

●
妊
娠
・
出
産
等
を
理
由
と
す
る
不
利
益

　

取
扱
い
の
禁
止

　

①
妊
娠
・
出
産
・
産
前
産
後
休
業
の
取

　
　

得
を
理
由
と
す
る
解
雇
に
加
え
、
省

　
　

令
で
定
め
る
理
由
に
よ
る
解
雇
そ
の

　
　

他
不
利
益
取
扱
い
も
禁
止
さ
れ
ま
す
。

　

②
妊
娠
中
や
産
後
１
年
以
内
に
解
雇
さ

　
　

れ
た
場
合
、
事
業
主
が
妊
娠
・
出
産
・

　
　

産
前
産
後
休
業
の
取
得
そ
の
他
の
省

　
　

令
で
定
め
る
理
由
に
よ
る
解
雇
で
な

　
　

い
こ
と
を
証
明
し
な
い
限
り
、
解
雇

　
　

は
無
効
と
な
り
ま
す
。

●
そ
の
他　

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン

　

ト
対
策
、
母
性
健
康
管
理
措
置
及
び
女

　

性
の
坑
内
労
働
の
規
制
緩
和
に
つ
い
て

　

も
改
正
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
改
正
均
等
法
に
基
づ
く
省
令
や
指
針
は

　

今
後
定
め
ら
れ
ま
す
。

■
問
合
せ　

　

福
島
県
労
働
局
雇
用
均
等
室

　

０
２
４
｜
５
３
６
｜
４
６
０
９

お
も
し
ろ
落
語　

西
郷
寄
席

●
日
時　

３
月
４
日
㈰　

13
時
30
分

●
場
所　

西
郷
村
文
化
セ
ン
タ
ー

●
出
演
者　

三
遊
亭
好
楽
「
笑
点
で
お

馴
染
み
」・
プ
リ
ン
セ
スR

IK
A

の
マ
ジ

ッ
ク
シ
ョ
ー
。

●
入
場
料

　

・
前
売
り　

大
人　

１
、０
０
０
円

　
　
　
　

  

小
・
中
学
生　

５
０
０
円

　

・
当
日　
　

大
人　

１
、５
０
０
円

　
　
　
　

  

小
・
中
学
生　

７
０
０
円

　

文
化
セ
ン
タ
ー
及
び
行
政
セ
ン
タ
ー

　
（
ジ
ャ
ス
コ
内
）
窓
口
で
販
売

※
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

●
主
催　

　

西
郷
村
教
育
委
員
会

　

西
郷
村
青
少
年
交
流
推
進
実
行
委
員
会

■
問
合
せ　

生
涯
学
習
課

関
根
遺
跡
発
掘
調
査
成
果
展

　

平
成
17
・
18
年
度
に
行
っ
た
関
根
遺

跡
の
発
掘
調
査
で
出
土
し
た
土
器
や
石

器
な
ど
を
展
示
し
、
見
つ
か
っ
た
家
の

跡
な
ど
の
写
真
を
パ
ネ
ル
展
示
し
ま
す
。

●
会
期　

２
月
10
日
㈯
〜
２
月
25
日
㈰

　

９
時
〜
16
時

●
場
所　

　

西
郷
村
文
化
セ
ン
タ
ー　

第
３
研
修
室

■
問
合
せ　

生
涯
学
習
課

第
21
回
観
光
接
客
サ
ー
ビ
ス
研
修
会

　

新
白
河
広
域
観
光
連
盟
で
は
、
接
遇

講
座
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
（
元
Ｊ
Ａ
Ｌ

国
際
線
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
）
を

招
き
、
実
技
指
導
を
含
ん
だ
第
21
回
接

客
サ
ー
ビ
ス
研
修
会
を
左
記
に
よ
り
開

催
い
た
し
ま
す
。

●
日
時　

２
月
20
日
㈫　

14
時
〜
16
時

●
場
所　

西
郷
村
文
化
セ
ン
タ
ー　

大
研
修
室

●
参
加
料　

無
料

■
問
合
せ　

新
白
河
広
域
観
光
連
盟

　

☎
２
２
｜
１
１
４
５

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

啓
発
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

●
内
容　

　

①
講
演
「
地
域
が
舞
台
！
ス
ポ
ー
ツ

　
　

ク
ラ
ブ
が
社
会
を
変
え
る
」（
仮
）

　

②
育
成
推
進
事
業
内
容
説
明

●
講
師　

　

黒
須　

充　

先
生
（
福
島
大
学
教
授
）

●
日
時　

２
月
28
日
㈬

　

18
時
30
分
〜　

受
付　

　

19
時
〜　

開
会

◎
西
郷
村
に
寄
付
さ
れ
た
方
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

▼
筧
製
綿
株
式
会
社　

　

専
務　

筧　

堅
二
氏

　
（
１
月
12
日
、
故
父 

筧　

仁
氏
の
遺
志

　

に
よ
る
西
郷
村
福
祉
事
業
の
た
め
に
）

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

▲三遊亭好楽



　Ｈ１９．　２．　１

日 月 火 水 木 金 土
1
村立西郷幼稚園一
日入園（10:00 村
立西郷幼稚園）

2
節 分 豆 ま き 会
（9:45 村立西郷幼
稚園）
節 分 豆 ま き 会
（9:45 まきば保育
園）
節分誕生会（10:00
みずほ保育園）

3
子育て講座（14:00
高齢者生活支援セ
ンター）

4 5 6
まきば保育園新入
園児説明会（9:00
まきば保育園）

7
環境フォーラム
（13:30 文 化 セ ン
ター）

8
みずほ保育園入園
説明会（9:00 みず
ほ保育園）
6 ～ 7 ヶ月児健康
相談（9:30 保健福
祉センター）
赤ちゃんの子育て
講座（13:30 保健
福祉センター）

9
心配ごと相談会
（13:00 高齢者生活
支援センター）
みなもん自然環
境塾発表交流会
（13:00 鹿嶋ガーデ
ンヴィラ）

10
関根遺跡発掘成果
展（～ 25 日 文化
センター）

11建国記念の日 12振替休日 13
ともだちひろば
（10:40 小田倉児童
館）
健康相談・母子手
帳交付日（13:00
保健福祉センタ
ー）

14 15
3 歳 児 健康診査
（13:00 保健福祉セ
ンター）

16
冬山遭難救助訓練
（8:30 那須甲子青
少年自然の家）

17
ふ る さ と 講 座
（10:00 文 化 セ ン
ター）

18
村民スキー・ス
ノーボード大会
（9:00 グランディ
羽鳥湖スキーリゾ
ート）

19 20 21
歯科クリニック
（幼児 13:00、6 歳
児 13:45 保健福祉
センター）
民生児童委員協議
会定例会（13:30
高齢者生活支援セ
ンター）

22
西郷村体育協会表
彰式（18:30 文化
センター）

23
1 歳 6 ヶ月児健康
診査（13:00 保健
福祉センター）
農業委員会第 2回
総会（13:30 文化
センター）

24
西郷村野球連盟
50 周年記念式典
（18:30 サンルート
白河）

25 26
健康相談・母子手
帳 交 付 日（13:00
保健福祉センター）
心配ごと特別相談
会（13:10 高 齢 者
生活支援センター）
行政相談所（13:30
文化センター）

27 28

2007 年 2 月
February行事
レカ ンダー

●今月の顔────
平成 19年西郷村成人式（1/7）

に参加されたみなさんです。

★県南地域の主な行事です
・2/4    あそびの学校「伝承遊びのブンブンごま」　　　　
（ジャスコ白河西郷店  13:30）
・2/8　おひざにだっこのおはなし会（西郷村文化センタ
ー 10:30）

・2/8　おはなしのくに（白河市立図書館　13:30）

・2/10   天栄村雪の祭典・羽鳥湖高原かまっこ祭り　　　
（羽鳥湖高原交流促進センター広場前 10:00）
・2/11    白河だるま市（白河市駅前～天神町～中町～本町
　9:00）       
・2/24    獣脚ろうそくづくり（まほろん 10:00）



テ
ー
ブ
ル

い
つ
も
何
か
に
耐
え
て
い
る

重
た
い
食
器
に
と
が
っ
た
フ
ォ
ー
ク

僕
は
君
ほ
ど
強
く
は
な
い
け
ど

夢
の
た
め
な
ら
耐
え
ら
れ
る

テ
ー
ブ
ル

い
つ
も
何
か
を
支
え
て
る

き
れ
い
な
花
瓶
に
写
真
立
て

僕
は
君
ほ
ど
優
し
く
な
い
け
ど

大
事
な
人
な
ら
支
え
た
い

テ
ー
ブ
ル

い
つ
も
何
か
と
向
き
合
っ
て
い
る

高
い
天
井　

家
族
の
笑
顔

僕
は
君
ほ
ど
素
直
じ
ゃ
な
い
け
ど

自
分
自
身
と
向
き
合
え
る

テ
ー
ブ
ル

四
本
の
脚
で
し
っ
か
り
立
っ
て
い
る

倒
れ
も
し
な
い
し　

転
び
も
し
な
い

だ
け
ど
僕
ら
は
二
本
の
脚
で

失
敗
し
た
っ
て
前
進
で
き
る

美
術
科
の
佐
久
間
洋
子
先
生
か
ら
一
言

国
語
科
の
小
野　

聡
先
生
か
ら
一
言 

国
語
科
の
小
林
慎
司
先
生
か
ら
一
言 

人口と世帯数（1月 1日現在）人口 19,676 人（前月比 +12）男 9,921 人（+6）女 9,755 人（+6）世帯数 6,314 戸（+8）

　

校
舎
の
片
隅
に
あ
る
何
気
な
い
も
の
に
目
を
向

け
、
よ
く
み
つ
め
て
描
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

古
び
た
い
す
の
さ
び
し
げ
な
感
じ
が
表
現
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

擬
人
的
な
表
現
の
中
に
、
は
っ
き
り
と
し
た

佐
々
木
く
ん
の
「
自
己
」
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
分
の
夢
に
向
き
合
い
、
前
進
し
て
い
こ
う
と
い

う
強
い
意
志
が
表
れ
て
い
ま
す
。

　

行
書
の
特
徴
で
あ
る
点
画
の
省
略
、
方
向
や
形

の
変
化
、
ま
た
筆
順
の
変
化
等
を
し
っ
か
り
お
さ

え
て
書
か
れ
た
作
品
で
す
。

美
術

詩

書

西
郷
第
一
中
学
校
一
年

　
　
　

吉

田

育

未

西
郷
第
一
中
学
校
三
年

　
　
　

佐
々
木
竜
太
朗

西
郷
第
一
中
学
校
二
年

　
　
　

和

知

瑞

恵

（
村
内
の
小
・
中
学
校
の
児
童
や
生
徒
の
み
な
さ
ん
の
作
品
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。）
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